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(57)【要約】
【課題】コンクリートの打設の進行に合わせて型枠を上
昇させながら行う工法を用いて環状のコンクリート壁を
施工するにあたって、型枠内への雨の降り込みを効果的
に抑える。
【解決手段】環状のコンクリート壁を施工するための内
外一対の型枠１１、１２と、該型枠１１、１２より上側
に配された内側及び外側上段足場２７、２８とを、コン
クリートの打設の進行に合わせて上昇させるスリップフ
ォーム装置１０に設置される上昇式型枠用の雨避け装置
１００であって、内側上段足場２７に外周側へ可倒に支
持された内周側の屋根１１０と、外側上段足場２８に内
周側へ可倒に支持された外周側の屋根１２０とを備え、
内周側の屋根１１０と外周側の屋根１２０とが、共に倒
れた状態で一対の型枠１１、１２の上方の空間が閉じた
状態になり、内周側の屋根１１０と外周側の屋根１２０
とが、共に起きた状態で一対の型枠１１、１２の上方の
空間が開放された状態になる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　環状のコンクリート壁を施工するための内外一対の型枠と、該型枠より上側に配された
内外一対の足場とを、コンクリートの打設の進行に合わせて上昇させる装置に設置される
上昇式型枠用の雨避け装置であって、
　内周側の前記足場に外周側へ可倒に支持された内周側屋根と、
　外周側の前記足場に内周側へ可倒に支持された外周側屋根とを備え、
　前記内周側屋根と前記外周側屋根とが、共に倒れた状態で前記一対の型枠の上方の空間
が閉じた状態になり、前記内周側屋根と前記外周側屋根とが、共に起きた状態で前記一対
の足場の上方の空間が開放された状態になる上昇式型枠用の雨避け装置。
【請求項２】
　前記屋根の起きた状態を保持する保持機構を備える請求項１に記載の上昇式型枠用の雨
避け装置。
【請求項３】
　環状のコンクリート壁を施工するための内外一対の型枠と、
　該型枠より上側に配された内外一対の足場と、
　前記一対の型枠と前記一対の足場とを上昇させる機構と、
　内周側の前記足場に外周側へ可倒に支持された内周側屋根と、
　外周側の前記足場に内周側へ可倒に支持された外周側屋根とを備え、
　前記内周側屋根と前記外周側屋根とが、共に倒れた状態で前記一対の型枠の上方の空間
が閉じた状態になり、前記内周側屋根と前記外周側屋根とが、共に起きた状態で前記一対
の足場の上方の空間が開放された状態になるスリップフォーム装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上昇式型枠用の雨避け装置、及びスリップフォーム装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液化天然ガスタンク等のコンクリート構造物の側壁の工事において、降雨時に型枠内に
雨が降り込むことを防止する方法として、型枠の近傍に設置された昇降足場に屋根を着脱
自在に設置して、この屋根で型枠内への雨の降り込みを抑えるものが知られている（例え
ば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－２８０４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、コンクリートの打設の進行に合わせて型枠を上昇させながら行うスリップフ
ォーム工法やジャンプアップ工法等では、降雨時には型枠内に降り込んだ雨水を排水しな
がらコンクリートを打設しているが、その労力は多大なものになっている。そこで、特許
文献１に記載の方法を用いて型枠内への雨の降り込みを抑えることが考えられる。
【０００５】
　しかしながら、施工中のコンクリート壁からは内外二列の鉄筋が上方へ突出しており、
この二列の鉄筋は、一方の列の突出量を他方の列よりも大きくして継手の高さが異なるよ
うに配筋されている。それに対して、特許文献１に記載の方法では、屋根が、コンクリー
ト壁の片側に設置された昇降足場からコンクリート壁の上方の空間を閉じるように張り出
している。そのため、屋根を二列の鉄筋の上端よりも高く、即ち、屋根を型枠の上端から
遠く離して配置しなければならず、型枠内への雨の降り込みを効果的に抑えることができ
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ない。
【０００６】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、コンクリートの打設の進行に合わせ
て型枠を上昇させながら行う工法を用いて環状のコンクリート壁を施工するにあたって、
型枠内への雨の降り込みを効果的に抑えることを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明に係る上昇式型枠用の雨避け装置は、環状のコンク
リート壁を施工するための内外一対の型枠と、該型枠より上側に配された内外一対の足場
とを、コンクリートの打設の進行に合わせて上昇させる装置に設置される上昇式型枠用の
雨避け装置であって、内周側の前記足場に外周側へ可倒に支持された内周側屋根と、外周
側の前記足場に内周側へ可倒に支持された外周側屋根とを備え、前記内周側屋根と前記外
周側屋根とが、共に倒れた状態で前記一対の型枠の上方の空間が閉じた状態になり、前記
内周側屋根と前記外周側屋根とが、共に起きた状態で前記一対の足場の上方の空間が開放
された状態になる。
【０００８】
　前記上昇式型枠用の雨避け装置は、前記屋根の起きた状態を保持する保持機構を備えて
もよい。
【０００９】
　また、本発明に係るスリップフォーム装置は、環状のコンクリート壁を施工するための
内外一対の型枠と、該型枠より上側に配された内外一対の足場と、前記一対の型枠と前記
一対の足場とを上昇させる機構と、内周側の前記足場に外周側へ可倒に支持された内周側
屋根と、外周側の前記足場に内周側へ可倒に支持された外周側屋根とを備え、前記内周側
屋根と前記外周側屋根とが、共に倒れた状態で前記一対の型枠の上方の空間が閉じた状態
になり、前記内周側屋根と前記外周側屋根とが、共に起きた状態で前記一対の足場の上方
の空間が開放された状態になる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、コンクリートの打設の進行に合わせて型枠を上昇させながら行う工法
を用いて環状のコンクリート壁を施工するにあたって、型枠内への雨の降り込みを効果的
に抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】一実施形態に係る雨避け装置及び該雨避け装置を備えるスリップフォーム装置を
示す立断面図である。
【図２】雨避け装置を拡大して示す立断面図である。
【図３】雨が降っていない時の雨避け装置の使用状態を示す立断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の一実施形態を、図面を参照しながら説明する。図１は、一実施形態に係
る雨避け装置１００及び該雨避け装置１００を備えるスリップフォーム装置１０を示す立
断面図である。本実施形態に係るスリップフォーム装置１０を用いて壁を施工する鉄筋コ
ンクリート造の構造物１は、液化天然ガスタンク等の大口径の円筒状（円環状）の容器構
造物である。
【００１３】
　スリップフォーム装置１０は、共に円環状の内周側の型枠１１および外周側の型枠１２
と、これらを支持する円環状の骨格部２０と、装置全体を揚重する複数の油圧ジャッキ１
５とを備えている。骨格部２０は、構造物１の円周方向に所定間隔おきに配された複数の
鳥居型のヨーク２１と、複数のヨーク２１を円周方向に連結する内周側のビーム４０Ａ～
Ｃおよび外周側のビーム４１Ａ～Ｃとを備えている。
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【００１４】
　また、各油圧ジャッキ１５は、各ヨーク２１に対応して設けられており、構造物１の上
端から上方に突出するロッド１６を締め付けている。また、ロッド１６は、構造物１の壁
に沿って配されており、油圧ジャッキ１５は、構造物１の壁の延長線に沿ってロッド１６
に反力をとって上昇し、スリップフォーム装置１０を揚重する。
【００１５】
　ヨーク２１は、施工中の容器構造物１の壁を跨ぐように配されており、ヨーク２１の内
外の柱材２１Ａ、２１Ｂの間に内外の型枠１１、１２が配されている。内周側の型枠１１
の内周面には上下の腹起こし材２３が固定され、外周側の型枠１２の外周面には上下の腹
起こし材２４が固定されている。また、内周側の腹起こし材２３は、ライナーを介して内
周側の柱材２１Ａに固定され、外周側の腹起こし材２４は、ライナーを介して外周側の柱
材２１Ｂに固定されている。
【００１６】
　ヨーク２１の上段横材２１Ｃと内周側の柱材２１Ａとのコーナー部には、内側上段足場
２７が固定され、上段横材２１Ｃと外周側の柱材２１Ｂとのコーナー部には、外側上段足
場２８が固定されている。また、内周側の柱材２１Ａには、ビーム４０Ｂ、４０Ｃを介し
て内側中段足場２９が固定され、外周側の柱材２１Ｂには、ビーム４１Ｂ、４１Ｃを介し
て外側中段足場３０が固定されている。内側中段足場２９は、足場板を支える横材２９Ａ
及び斜材２９Ｂを備えており、横材２９Ａはビーム４０Ｂに固定され、斜材２９Ｂはビー
ム４０Ｃに固定されている。また、外側中段足場３０は、足場板を支える横材３０Ａ及び
斜材３０Ｂを備えており、横材３０Ａはビーム４１Ｂに固定され、斜材３０Ｂはビーム４
１Ｃに固定されている。さらに、内周側の柱材２１Ａの下端には吊部材３３を介して内側
下段足場３１が固定され、外周側の柱材２１Ｂの下端には吊部材３４を介して外側下段足
場３２が固定されている。
【００１７】
　内外のビーム４０Ａ～Ｃ、４１Ａ～Ｃは、円環状のＨ形鋼である。内周側のビーム４０
Ａは、内周側の柱材２１Ａの上端に固定され、内周側のビーム４０Ｂは、内側中段足場２
９の足場板の高さで内周側の柱材２１Ａに固定され、内周側のビーム４０Ｃは、内周側の
柱材２１Ａの下端に固定されている。また、外周側のビーム４１Ａは、外周側の柱材２１
Ｂの上端に固定され、外周側のビーム４１Ｂは、外側中段足場３０の足場板の高さで外周
側の柱材２１Ｂに固定され、外周側のビーム４１Ｃは、外周側の柱材２１Ｂの下端に固定
されている。
【００１８】
　図２は、雨避け装置１００を拡大して示す立断面図である。この図に示すように、雨避
け装置１００は、内外一対の開閉式の屋根１１０、１２０を備えている。内周側の屋根１
１０は、内側上段足場２７に設置され、外周側の屋根１２０は、外側上段足場２８に設置
されている。内側上段足場２７の幅方向両側には、縦横の単管パイプからなる柵４２、４
３が設置されており、内周側の屋根１１０は、内周側の柵４２に支持されている。また、
外側上段足場２８の幅方向両側には、縦横の単管パイプからなる柵４４、４５が設置され
ており、外周側の屋根１２０は、外周側の柵４４に支持されている。
【００１９】
　ここで、内側上段足場２７の内周側の柵４２の縦パイプ４６は、外周側の柵４３の縦パ
イプ４７よりも長くなっており、柵４２の手摺の高さを超えて鉛直上方へ延びている。ま
た、外側上段足場２８の外周側の柵４４の縦パイプ４８は、内周側の柵４５の縦パイプ４
９よりも長くなっており、手摺の高さを超えて鉛直上方へ延びている。
【００２０】
　屋根１１０は、柵４２に支持されたフレーム１１１と、フレーム１１１に取り付けられ
た複数の養生シート１１３と、フレーム１１１に取り付けられた複数の親綱１１４とを備
えている。フレーム１１１は、縦パイプ４６の中央部に角度自在金具を介して取り付けら
れた可倒パイプ１１２と、可倒パイプ１１２の先端に取り付けられた横パイプ１１５と、



(5) JP 2014-231682 A 2014.12.11

10

20

30

40

50

縦パイプ４６の先端に取り付けられた横パイプ１１６とを夫々複数備えている。可倒パイ
プ１１２は、外周側に倒れたりその反対側に起きたりするように角度が可変となっている
。
【００２１】
　複数の養生シート１１３は、内側上段足場２７の全周に亘って配されており、各養生シ
ート１１３は、可倒パイプ１１２の間を塞ぐように配され、幅方向一端側を横パイプ１１
５に取り付けられ、幅方向他端を柵４２に取り付けられている。また、親綱１１４は、可
倒パイプ１１２毎に設けられており、一端を横パイプ１１５に取り付けられている。この
親綱１１４は、横パイプ１１６に掛けられて柵４２の手摺の高さまで垂れ下がっている。
【００２２】
　屋根１２０は、柵４４に支持されたフレーム１２１と、フレーム１２１に取り付けられ
た複数の養生シート１２３と、フレーム１２１に取り付けられた複数の親綱１２４とを備
えている。フレーム１２１は、縦パイプ４８の中央部に角度自在金具を介して取り付けら
れた可倒パイプ１２２と、可倒パイプ１２２の先端に取り付けられた横パイプ１２５と、
縦パイプ４８の上端に取り付けられた横パイプ１２６とを、夫々複数備えている。可倒パ
イプ１２２は、内周側に倒れたりその反対側に起きたりするように角度が可変となってい
る。
【００２３】
　複数の養生シート１２３は、外側上段足場２８の全周に亘って配されており、各養生シ
ート１２３は、可倒パイプ１２２の間を塞ぐように配され、幅方向一端側を横パイプ１２
５に取り付けられ、幅方向他端を柵４４に取り付けられている。また、親綱１２４は、可
倒パイプ１２２毎に設けられており、一端を横パイプ１２５に取り付けられている。この
親綱１２４は、横パイプ１２６に掛けられて柵４４の手摺の高さまで垂れ下がっている。
【００２４】
　ここで、容器構造物１の壁には、内周側と外周側との二列の鉄筋２が、内周側と外周側
とで継手の高さが異なるように配筋される。また、鉄筋２は、内周側と外周側との一方が
柵４２、４４の手摺の高さまで延び、他方が縦パイプ４６、４８の上端および可倒パイプ
１１２、１２２の先端の高さを超えて延びるように配筋される。
【００２５】
　図３は、雨が降っていない時の雨避け装置１００の使用状態を示す立断面図である。こ
の図に示すように、雨が降っていない時には、雨避け装置１００を、可倒パイプ１１２、
１２２及び養生シート１１３、１２３を起した状態、即ち開放状態にする。ここで、雨避
け装置１００を開放状態にするためには、親綱１１４を引張って可倒パイプ１１２及び養
生シート１１３を起して、親綱１１４の下側を柵４２に結び付けると共に、親綱１２４を
引張って可倒パイプ１２２及び養生シート１２３を起して、親綱１２４の下側を柵４４に
結び付ける。これによって、内側上段足場２７及び外側上段足場２８の上方の空間が開放
された状態になり、内側上段足場２７及び外側上段足場２８への荷降しが可能になる。
【００２６】
　それに対して、降雨時には、図１及び図２に示すように、雨避け装置１００を、可倒パ
イプ１１２、１２２及び養生シート１１３、１２３を倒した状態、即ち閉じる状態にする
。ここで、雨避け装置１００を閉じる状態にするためには、親綱１１４を柵４２から外し
て可倒パイプ１１２及び養生シート１１３を倒し、親綱１２４を柵４４から外して可倒パ
イプ１２２及び養生シート１２３を倒す。これによって、フレーム１１１が内周側の鉄筋
２に寄掛り、フレーム１２１が内周側の鉄筋２に寄掛って、養生シート１１３、１２３が
型枠１１、１２の上方の空間を閉じた状態になり、型枠１１、１２の間への雨の降り込み
が抑制される。なお、雨避け装置１００の閉じた状態において、フレーム１１１、１２１
を鉄筋２に寄掛るようにするのではなく、親綱１１４、１２４でフレーム１１１、１２１
を保持するようにしてもよい。
【００２７】
　以上説明したように、本実施形態に係る雨避け装置１００では、内周側の屋根１１０が
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内側上段足場２７に外周側へ可倒に支持され、外周側の屋根１２０が外側上段足場２８に
内周側へ可倒に支持されており、屋根１１０、１２０が、共に倒れた状態で一対の型枠１
１、１２の上方の空間が閉じた状態になり、屋根１１０、１２０が、共に起きた状態で内
側上段足場２７及び外側上段足場２８の上方の空間が開放された状態になる。このような
構成であることにより、共に倒れた状態の屋根１１０、１２０の間に、突出量が大きい方
の列の鉄筋２を通すと共に、屋根１１０、１２０の一方を、突出量が短い方の列の鉄筋２
の上に配置することができる。従って、屋根１１０、１２０を突出量が大きい方の列の鉄
筋２の上端よりも低く、即ち、屋根１１０、１２０を型枠１１、１２の上端に近づけて配
置することができるため、型枠１１、１２内への雨の降り込みを効果的に抑えることがで
きる。また、内側上段足場２７及び外側上段足場２８の上方の空間を開放状態にして、内
側上段足場２７及び外側上段足場２８へ荷降しすることができる。
【００２８】
　また、本実施形態に係る雨避け装置１００では、親綱１１４でフレーム１１１を柵４２
に繋ぐことにより屋根１１０を起きた状態に保持し、親綱１２４でフレーム１２１を柵４
４に繋ぐことにより屋根１２０を起きた状態に保持することができる。これによって、雨
が降っていない時は、内側上段足場２７及び外側上段足場２８の上方の空間が開放される
ように屋根１１０、１２０を停止させておくことができる。
【００２９】
　なお、上述の実施形態は、本発明の理解を容易にするためのものであり、本発明を限定
するものではない。本発明はその趣旨を逸脱することなく、変更、改良され得ると共に本
発明にはその等価物が含まれることは勿論である。例えば、上述の実施形態では、スリッ
プフォーム工法で用いる雨避け装置１００を例に挙げて本発明を説明したが、コンクリー
トの打設をその進行に合わせて型枠を上昇させながら行う工法（例えば、ジャンプアップ
工法等）であれば本発明を適用できる。
【００３０】
　また、上述の実施形態では、フレーム１１１、１２１を開放する位置や閉じる位置で停
止させる方法として、親綱１１４、１２４でフレーム１１１．１２１を柵４２、４４に固
定する方法を用いたが、親綱１１４、１２４をロック機構を備えるリールで巻き取ったり
、ロック機構を備える角度自在金具で可倒パイプ１１２、１２２を縦パイプ４６、４８に
固定したりする等の他の方法を用いてもよい。
【符号の説明】
【００３１】
１　構造物、２　鉄筋、１０　スリップフォーム装置、１１、１２　型枠、１５　油圧ジ
ャッキ、１６　ロッド、２０　骨格部、２１　ヨーク、２１Ａ、２１Ｂ　柱材、２１Ｃ　
上段横材、２３、２４　腹起こし材、２７　内側上段足場、２８　外側上段足場、２９　
内側中段足場、２９Ａ　横材、２９Ｂ　斜材、３０　外側中段足場、３０Ａ　横材、３０
Ｂ　斜材、３１　内側下段足場、３２　外側下段足場、３３、３４　吊部材、４０Ａ、４
０Ｂ、４０Ｃ　ビーム、４１Ａ、４１Ｂ、４１Ｃ　ビーム、４２、４３、４４、４５　柵
、４６、４７、４８、４９　縦パイプ、１００　雨避け装置、１１０　屋根、１１１　フ
レーム、１１２　可倒パイプ、１１３　養生シート、１１４　親綱、１１５、１１６　横
パイプ、１２０　屋根、１２１　フレーム、１２２　可倒パイプ、１２３　養生シート、
１２４　親綱、１２５、１２６　横パイプ
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